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■ 集合 Aは Rの空でない上に有界な部分集合とする．Rにおける Aの上界の集まりを B̂ とし，Â = R\B̂

とおく．このとき，次の問いに答えよ．

(1) 「a は A の上界ではない」の定義を示せ．
(2) Â には最大元が存在しないことを示せ．

（解） (1) 命題「∀x ∈ A (x ≤ a)」がみたされるとき，a は A の上界であるから，否定を取ることにより
「∃x ∈ A (x > a)」である．

(2) a = min Â が存在すると仮定する．a ∈ Â より，a は A の上界ではないので，ある x ∈ A が取れて，
a < x が成り立つ．y = (a + x)/2 とおくと，a < y < x かつ x ∈ A であるから，y は A の上界ではないの
で，a < y ∈ Â である．これは a が Â の最大元であることに反する．したがって，Â には最大元が存在しな
い．
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